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新宿区男女共同参画情報誌
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男女がお互いを尊重し、その人らしく生きる。
仕事も暮らしも楽しむ。
そんなあなたを応援する情報誌です。

男
女
共
同
参
画
フォ
ー
ラ
ム

よ
う
こ
そ
！

女
性
の
健
康
支
援
セ
ン
タ
ーへ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に
向
け
て

子
育
て
世
代
を
応
援
！
保
育
所
整
備
を
行
い
ま
す

講
座
レ
ポ
ー
ト

D
V
防
止
啓
発
講
座

男
女
共
同
参
画
講
座

男
性
対
象
講
座

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バラ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー

し
ん
じ
ゅ
く
女
性
団
体
会
議
の

所
属
団
体
を
紹
介
し
ま
す

平成25年度
男女共同参画フォーラムを

実施しました。

平成25年度
男女共同参画フォーラムを

実施しました。

平成25年度
男女共同参画フォーラムを

実施しました。

「
と
も
に
学
ぼ
う
！

今
、生
き
て
い
る
こ
と
」

P2



2WithShinjukuNo.118

今
回
で
５
回
目
を
迎
え
る
優
良
企
業
表
彰
で

は
、
申
請
企
業
の
中
で
も
特
に
優
れ
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
３
社
に
中
山
区
長
か
ら
表
彰

盾
が
贈
ら
れ
、
表
彰
企
業
の
方
か
ら
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
ベ
ス
ト
バ
ラ
ン
ス
賞
〉
１
社

フ
コ
ク
し
ん
ら
い
生
命
保
険
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

山
本
幹
男
さ
ん

私
ど
も
の
会
社
は
６
年
前
に
損
保
系
の
生
命

保
険
会
社
を
買
収
し
て
新
た
に
専
門
性
の
あ
る

色
々
な
分
野
の
方
々
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
設
立

し
た
会
社
で
す
。
多
様
性
と
い
う
こ
と
が
会
社

の
一
つ
の
大
き
な
特
色
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
多
様
性
が
あ
る
こ
と
で
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
様
々
な
変
化
に
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
現
代
社
会
で
は
女
性
が
購
買
決
定
力

を
握
っ
て
い
て
、
こ
う
い
っ
た
女
性
の
ニ
ー
ズ

を
掴
む
た
め
に
は
や
は
り
女
性
社
員
は
大
切
で

す
。
様
々
な
取
り
組
み
を
し
始
め
た
中
で
今
回

の
ベ
ス
ト
バ
ラ
ン
ス
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
を

整
え
て
人
材
育
成
に
ぜ
ひ
と
も
繋
げ
て
い
き
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
バ
ラ
ン
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
賞
〉
２
社

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル

人
事
部
長

竹
本
史
子
さ
ん

私
た
ち
は
英
国
の
国
際
文
化
交
流
機
関
と
し

て
現
在
世
界
で
１
０
０
以
上
の
国
と
地
域
で
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
機
会
均
等
と
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
は
、
私
た
ち
文
化
交
流
の
根
幹
を
な

し
て
お
り
、
人
々
や
文
化
の
多
様
性
へ
の
理
解

と
認
識
が
な
け
れ
ば
、
効
果
的
な
国
際
文
化
交

流
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
８
年
ほ
ど
前
か
ら
、
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
含
め
、
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
を
推
進
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
し
た
が
、
今
回
私
た
ち
の
取
り
組
み
を
こ

平成２５年度

平成２６年２月１５日（土）
四谷区民ホール
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男女共同参画フォーラム

会場

日時

の
よ
う
に
評
価
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と
は

こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。
私
た
ち
一
同
は
、
今

回
の
栄
誉
を
励
み
と
し
、
こ
れ
か
ら
も
な
お
一

層
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
し
、

多
様
性
を
主
流
に
し
た
活
動
を
進
展
さ
せ
、
文

化
交
流
に
寄
与
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

株
式
会
社
ね
ぎ
し
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役
社
長

根
岸
榮
治
さ
ん

私
ど
も
の
会
社
で
一
番
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
は
経
営
理
念
の
共
有
で
す
。
経
営
理
念
を
共

有
す
る
人
た
ち
が
仕
事
を
通
し
て
と
も
に
成
長

す
る
。
人
が
成
長
す
る
と
と
も
に
企
業
も
成
長

す
る
。
こ
う
い
う
風
に
で
き
た
ら
い
い
な
と
思

っ
て
色
々
な
取
り
組
み
が
あ
り
、
み
な
そ
れ
を

通
し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
う
時
期
に
こ
の
賞
を
受
賞
で
き
た
こ

と
は
私
ど
も
の
励
み
に
な
り
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

今
後
は
「
お
い
し
い
味
づ
く
り
で
楽
し
い
街

づ
く
り
」
と
い
う
私
ど
も
の
目
標
を
達
成
で
き

る
よ
う
に
、
出
店
し
た
ま
ち
に
ね
ぎ
し
が
あ
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
店
づ
く
り
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

区

長
こ
れ
ま
で
表
彰
し
て
き
た
企
業
に
今
日
表
彰

さ
れ
た
３
社
が
加
わ
る
と
い
う
こ
と
は
新
宿
区

に
と
っ
て
と
て
も
心
強
い
こ
と
で
す
。
ワ
ー
ク

・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
と
育
児
や
介
護

の
支
援
と
い
う
意
味
で
語
ら
れ
る
場
面
が
多
い

の
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
地
域
に
貢
献
し
た

り
地
域
活
動
の
支
援
を
し
た
り
働
き
や
す
い
職

場
作
り
を
支
援
す
る
と
い
う
企
業
の
取
り
組
み

に
は
様
々
な
特
色
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
中
に

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と

を
皆
様
に
も
知
っ
て
い
た
だ
き
応
援
し
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

「
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン

ス
推
進
優
良
企
業
表
彰
」

第
一
部

２
月
１５
日（
土
）、男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

様
々
な
人
々
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
社

会
を
め
ざ
し
て
、
区
民
に
よ
る
実
行
委
員
会
と

区
が
協
働
で
企
画
・
運
営
し
て
い
る
こ
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
２２
年
度
ま
で
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
は
、

今
回
で
１５
回
目
と
な
り
ま
す
。

当
日
は
都
心
で
も
記
録
的
大
雪
と
な
り
開
催

が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
２
０
０
名
以
上
が
来

場
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
和
太
鼓「
連
」

の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
演
奏
で
は
参
加
者
か
ら
も

「
演
奏
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
第
一
部
で
は

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
優
良
企
業

表
彰
が
行
わ
れ
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
を
推
進
す
る
機
運
を
高
め
ま
し
た
。
第
二
部

で
は
タ
レ
ン
ト
で
戸
板
女
子
短
期
大
学
客
員
教

授
の
菊
池
桃
子
さ
ん
と
菊
池
さ
ん
の
恩
師
で
も

あ
る
法
政
大
学
名
誉
教
授
諏
訪
康
雄
先
生
に
よ

る
師
弟
息
の
合
っ
た
対
談
形
式
で
の
「
学
び
」

に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
、
学
ぶ
こ
と
の
大
切

さ
を
考
え
る
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

オープニング 和太鼓「連」
第一部
ワーク・ライフ・バランス推進優良
企業 表彰式

第二部
女性の多様な生き方
を考える～学ぶこと
で変わった生き方働
き方～
講 演 菊池桃子
聞き手 諏訪康雄

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生きききききききききききききききききききききききききききききききききててててててててててててててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるこここここここここここここここここここここここここここここここここきていることととととととととととととととととととととととととととととととととと」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

菊
池
桃
子
さ
ん

諏
訪
康
雄
さ
ん
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『新宿区平和都市宣言・区民憲章』をプログラムに記載、『生
き甲斐のある人生にするために、共に学ぶ』など、男女共同
参画社会の目指す姿を明らかに出来ました。官民一体で取り
組んだ「継続の力」を実感し、意識の高い方々との出会いに、
深い感動を覚えました。 （石田孝子）

ˎ ˎ ˎ
フォーラム実行委員の方々は年齢幅も広く、自分の考えを
しっかり持ち、会議では相手の考え自分の考えもお互い十分
話し合い、理解し次のステップに進みました。ただ当日は大
雪で参加したいと思っていても足元の悪さに出席を躊躇され
た方が多かったのは残念でした。 （川端喜美）

ˎ ˎ ˎ
公募をきっかけに、所属している和太鼓「連」で、オープ
ニング演奏させて頂きました。当日の大雪の中、参加して頂
いた多数の方の応援のお陰で無事終了することができ、感謝
の思いでいっぱいです。実行委員は楽しいですので、ぜひ応
募して頂きたいと思います。 （金澤由利子）

ˎ ˎ ˎ
初めて実行委員の一員として「男女共同参画」「ワーク・
ライフ・バランス」推進活動に関わり、大変有意義な経験を
しました。フォーラムに向けてテーマ・講演者・ポスター・
当日の流れ…と進むにつれワクワクしてきました。当日の
「大雪」もいい思い出です。 （小宮一恵）

ˎ ˎ ˎ

「楽しかった!!」フォーラムを終え真っ先に出た言葉です。
年代も経歴も全く異なるメンバーが集まったにも関わらず、
びっくりするほどいいチームで準備できました。日常生活か
らちょっと寄り道した活動に参加したからこその出会いです。
皆さん、お疲れ様でした。＆ありがとうございましたm(__)m

（中島ゆき）
ˎ ˎ ˎ

フォーラム実行委員活動を通じ、更なる男女共同参画社会
実現に向けて自分は何ができるのか多く気づきを得、フォー
ラム終了後は何とも言えない充実感を味わいました。フォー
ラムに関わられた皆様、参加者の皆様に心から感謝申し上げ
ます。 （原美穂）

ˎ ˎ ˎ
久しぶりに実行委員をさせていただき、ご一緒した委員の
皆様と真摯な検討を重ね、フォーラム当日を無事に迎え、大
雪のあとにも関わらず、大成功を収めたこと、講師のお話も
評判が良かったことも含め、私にとって楽しく有意義な時間
でありました。 （畠山仁子）

ˎ ˎ ˎ
人気者の桃子さんの講演。多数の観客を想定しての準備で
したが当日は記録的な大雪。フォーラムの目的は何か。知名
度の高い人に依頼するのか、内容の充実を図ることに重点を
置くのか考えさせられました。今回は師弟関係のお二人でバ
ランスの良い構成になったと思います。 （前田さつき）

実実実実実実実実実実行行行行行行行行行行委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会かかかかかかかかかかららららららららららのののののののののの一一一一一一一一一一実行委員会からの一言言言言言言言言言言言

キ
ャ
リ
ア
と
学
び
を
テ
ー
マ
に
菊
池
桃
子
さ

ん
の
講
演
と
後
半
は
菊
池
さ
ん
の
大
学
院
時
代

の
恩
師
で
あ
る
諏
訪
康
雄
法
政
大
学
名
誉
教
授

を
交
え
て
の
対
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
学
ぶ

こ
と
が
大
切
で
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
と
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
、
学
び
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考

え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
。

対
談
の
中
で
諏
訪
教
授
よ
り
大
学
院
な
ど
で

の
教
育
の
専
門
家
と
し
て
の
立
場
か
ら
次
の
よ

う
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

ؽ
発
達
に
は
、
若
い
こ
ろ
急
速
に
伸
び
る
運
動

能
力
の
よ
う
な
も
の
、
ゆ
っ
く
り
と
一
生
か

け
て
伸
び
て
い
く
人
間
国
宝
が
持
つ
技
能
の

よ
う
な
も
の
、
そ
れ
か
ら
中
高
年
と
な
っ
て

か
ら
の
管
理
職
と
し
て
の
能
力
の
よ
う
な
、

３
つ
の
側
面
が
あ
る
と
の
こ
と
。
そ
し
て
３０

代
は
こ
れ
ら
が
徐
々
に
転
換
し
て
い
く
と
き

で
、
そ
の
際
、
気
づ
く
と
い
う
の
が
非
常
に

重
要
で
あ
り
、
気
づ
き
さ
え
す
れ
ば
自
分
な

り
に
何
ら
か
の
形
で
学
ん
で
い
く
こ
と
が
で

き
る
。
ミ
ド
ル
エ
イ
ジ
ク
ラ
イ
シ
ス
（
中
年

の
危
機
）
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
学
び
直

し
は
大
切
で
あ
る
。

ؽ
現
代
社
会
で
は
知
識
が
富
の
源
泉
。
ア
イ
デ

ィ
ア
（
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
や
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ

ｅ
ｒ
な
ど
）
が
大
変
な
経
済
的
効
果
を
生
ん

で
い
る
。
知
識
や
ア
イ
デ
ィ
ア
が
非
常
に
重

要
な
時
代
に
な
っ
て
い
て
、
こ
の
知
識
を
生

む
最
先
端
に
大
学
院
が
あ
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の

中
で
日
本
は
大
学
院
へ
の
進
学
率
が
低
く
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
知
識
社
会
に
対
応
で
き

な
い
懸
念
が
強
い
。
日
本
の
大
学
院
へ
の
通

学
者
率
は
人
口
１
０
０
０
人
に
２
人
の
割
合

で
、
と
て
も
少
な
い
（
先
進
国
は
２
～
１０
人
）。

大
人
の
勉
強
の
機
会
と
し
て
大
学
院
と
い
う

選
択
肢
に
、
も
っ
と
多
く
の
社
会
人
が
気
づ

い
て
ほ
し
い
。

ؽ
高
齢
に
な
っ
て
も
他
人
か
ら
頼
ら
れ
働
き
続

け
る
人
の
特
徴
は
二
つ
。
一
つ
は
明
る
い
人

で
、
人
は
歳
を
取
る
と
自
然
と
暗
く
な
っ
て

し
ま
う
も
の
だ
が
、
そ
う
で
な
い
。
二
つ
目

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
い
人
で
、

他
人
と
気
持
ち
や
考
え
方
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
が
出
来
る
人
。
仕
事
は
他
人
か
ら
頼
ま
れ

る
も
の
で
、
周
囲
か
ら
あ
の
人
に
頼
ん
で
み

よ
う
と
思
わ
せ
る
。
各
人
の
人
脈
は
、
自
分

の
年
齢
を
基
準
に
一
世
代
分
、
だ
い
た
い
２５

年
く
ら
い
し
か
な
く
、
年
を
取
る
に
つ
れ
て

自
然
と
や
せ
細
っ
て
い
く
。
高
齢
者
に
な
っ

た
と
き
に
人
脈
を
通
じ
て
く
る
仕
事
は
無
く

な
っ
て
い
く
。
そ
こ
で
、
若
い
人
や
こ
れ
ま

で
付
き
合
い
の
な
か
っ
た
人
と
も
繋
が
っ
て

人
脈
を
更
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

点
、
学
校
へ
行
く
の
は
人
脈
作
り
に
最
適
で

あ
る
だ
け
で
な
く
、
脳
は
学
ぶ
と
増
え
て
い

講
演
と
対
談

第
二
部

く
と
言
わ
れ
て

い
る
。
学
び
に

年
齢
は
関
係
な

く
、
学
び
続
け

る
こ
と
で
自
分

自
身
が
若
く
あ

る
だ
け
で
な
く
、

人
脈
も
出
来
て

人
生
の
可
能
性

を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

フォーラム当日の新宿御苑の雪景色
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最近「女性の視点を活かす」という言葉を耳にす
ることがありませんか？例えば「女性の視点を活か
した防災対策」など、あらゆる場面で女性の活躍が
期待されていますが、女性ならではの気配りや細や
かさなど、女性の視点を活かし女性が活躍すること
は、みんなが住みよい地域をつくるためにとても大
切なことです。

区でも、地域で活躍されている女性団体がありま
す。ここでは「しんじゅく女性団体会議」に所属し、
地域で活躍されている団体をご紹介します。興味が
ある方は是非参加してみてはいかがでしょうか。会
の連絡先が無い場合は、ウィズ新宿へご連絡くださ
い。

新宿区婦人団体協議会
①牛込箪笥地域センター
②毎月第４土曜日に常任委員会、毎月第２・４土曜日高
齢者給食（グループひまわり）、毎年料理教室・手芸教
室・体操教室・パートナーシップ講座・社会を明るく
する運動パレード参加、地域センター祭に参加

③区との連携・会員相互の研修・女性の地位向上・地域
社会の福祉向上に寄与することを目的とし活動。昭和
６３年９月より高齢者給食活動も実施。今では７０食を作
り地域の人々と交流を続けています。ボランティアで
出来ることは積極的に実施し、和を図っています。

④特になし。

新宿区消費者団体連絡会

消費生活展悪徳商法追放キャンペーン

研修・そなエリア東京見学 新年懇親会

①新宿消費生活センター分館
②３３年間毎週火曜日に有機農産物のPR・試販や区と協
働で月、水区民持ち込みで食品の放射能測定、区や都
のイベントで毎年「悪質商法追放コント」・キャンペー
ンを実施。６回シリーズで区長から修了書が授与され
る「消費者大学講座」を７年行っています。
区との協働としては消費生活展の実行委員団体や新宿
区ふれあいフェスタ、３Ｒ協議会等
③当団体は加盟団体相互に応援しあう連絡会として、昭
和５７年創立して以来協力して、区民の消費者の権利を
守る活動を区や都の行政と協働で続けている活動が認
められ、「ベストサポーター章」を消費者庁長官から授
与されました。
２６年度も上記の活動を区と協働して続けます。
④新宿区内の消費者活動をしている団体及びグループ

連絡先 新宿消費生活センター分館内 新宿区消費者
団体連絡会 ☎（５２７３）３８３４

新宿区家庭教育グループ連絡会
①男女共同参画推進センター
②定例会（第１金曜日）、総会（年１回）、学習会（毎週
水曜日）のほか、見学会、研修会、公開講座（年３回
程度）を実施

③会員の年齢層は３０代～７０代と幅広いが、年齢に関係な
く自由闊達な意見交換ができ、その中から時代のニー
ズに合ったテーマを取り上げて講座を行っている。会
員が地域社会の中で
活躍できる女性とし
て進化し続けられる
団体です。

④家庭教育や、しんか
れん（会の略称）の
活動に関心のある方
ならどなたでも！ ウィズ新宿とパートナーシップ講座

東京女性問題協議会新宿支部
①公共施設、会員の家
②月２回主に水曜日に活動
都や区の行事にできるだ
け参加しています。
③小さいグループでの語り
合いなので、いろいろな
意見や要望がきたんなく
話し合いができます。
④会員の紹介が必要

①主な活動拠点 ②定期的な活動及び定期開催イベント ③団体ＰＲ ④団体への参加資格記載記載例例

※しんじゅく女性団体会議は、区内の女性団体相互の連携を図り、あらゆる分野における女性リーダーの育成など、女
性のエンパワーメント（経済力や自己決定力等を身につけること）を図る活動を行うために設置されました。現在１０
団体（公募）の会員と３人の女性区議会議員で構成されており、研修や視察、講座など実施しています。

しんじゅく女性団体会議の
所属団体をご紹介します
しんじゅく女性団体会議しんじゅく女性団体会議のの
所属団体をご紹介しま所属団体をご紹介しますす
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新宿区女性海外研修者の会
①文化センター及び各地域センター会議室
②毎月第１月曜日に定例会を開催
・国際交流区民のつどい「ひなまつり」
・国際理解に関する事業 ２５年度はガールガイド・ガー
ルスカウト世界連盟アジア太平洋地域友の会ギャザリ
ングへの協力、エリート日本語学校への日本文化体験
講座、大使館訪問などを実施。２６年度は４月にベルリ
ン・ミッテ区派遣の
青少年への日本文化
体験講座を実施し交
流、６月には日本文
化体験も協力依頼さ
れています。
その他、日本女性会議参加、マルシェなど
③年１回の国際交流区民のつどい「ひなまつり」は多く
の外国の方に日本文化を体験していただき、毎年大勢
の方に好評を得ています。
④会が主催する海外研修に参加した女性に限ります。

ミッテ区派遣の青少年への日本文化体験講座

新宿区婦人問題を考える会
①男女共同参画推進センター
②活動は不定期です。
新宿区の性を考える活動を行っています。

③働く女性の地位の向上を目指すことで、女性の社会進
出を達成するための声を発し続けていきます。
男女平等になるよう、区行政にも働きかけていきます。

④女性の地位向上を目指し、平和を望む人は誰でも入会
できます。

左から「わたしたちのかつどうきろく」、「わたしたちのか
つどうきろく Ⅱ」、「わたしたちのかつどうきろく Ⅲ」

新日本婦人の会新宿支部
①新宿区内の１９地域班と６職場班を中心に活動
②毎月支部委員会、年４回の班長会、年１回支部総会
６月と１２月に大気汚染カプセル測定（区内１５０カ所）
７月夏バザー・１０月枝豆収穫バスツアーを実施
③平塚らいてうや岩崎ちひろらの呼びかけで創立し５２年、
平和・子育て・仕事・健康・食生活・ジェンダー平等・文化
・環境など、会員や女性の様々な要求を取り上げ、その
実現のために活動する国連ＮＧＯ認証の女性団体です。
④会の主旨に賛同い
ただければ、誰で
も入会できます。
連絡先 新日本婦
人の会新宿支部
☎（３９５２）７３１４

新宿区平和派遣の会
①地域センター
②月１回土もしくは日に役員会、平和啓発事業の「平和
派遣報告会」「平和講演会」「平和マップウォーキング」
「すいとんの会」を区と共催で実施、また会員研修「施
設見学会」も実施

③ここ数年の活動テーマは「生命尊厳を基調にした平和
な社会を構築する」、指針は「思いやりのコミュニケー
ションを拡げる」です。事業には、幅広い世代の方々
が参加され、仲良い人間関係の輪が広がっています。

④新宿区平和
派遣事業参
加者及び本
会の目的に
賛同する方
ならどなた
でも

新宿区更生保護女性会
①新宿区内全域
②更生保護施設でのガーデニング指導・料理作り、
区内地域センター祭りでの手芸教室、会員のためのフ
ラワーアレンジメント教室、地域の方のための料理教
室や、講演会、施設見学会（年２回）、ハロウィン・
キッズ・コンサート、施設での料理教室（年４回）・
ひなまつりコンサート

③更生保護を目的とした活動で薬物乱用防止、中学校へ
の出前活動。地域の各種子育て関連団体と連携し子育
て支援協力。会員相互の連携と協力に
より、地域で役に立つ活動を支援して
います。

④特になし。年会費１，０００円。活動は自
己資金で行っていますが、強制的では
なく自発的な協力を期待しています。

カード作り ハロウィン・キッズ・コンサート

平和を願って力をあわせて
平和派遣報告会・合唱コンサート

角筈生活学校
①角筈特別出張所会議室、中央公園イベント広場など
②活動の日時は定まっていませんが、月に１、２回の会
合と毎年１２月には地域交流のイベントで料理担当をし
ています。また地域と区の事業にも参加しています。
③身近な暮らしの中の問題を、学び、調べ、様々な機関
と話し合い、実践しながら家庭・地域・生活課題を見
直していく活動をしています。現在はRest（休息）、
Relaxation（気晴らし）、Recreation（保養）の新
３Ｒを主な活動の中心としています。その他あしたの
日本を創る協会、東京のあすを創る協会のイベント等
に参加協力しています。
④参加されたい方はどなたでも歓迎します。

総会 見学会 新宿歴史博物館
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渡
邊
孝
子
（
元
家
庭
裁
判
所
調
査
官
）

私
が
選
ん
だ
仕
事
は
家
庭
裁
判
所
調
査
官
で

す
。
３７
年
間
、
家
族
・
家
庭
関
係
に
か
ら
む
問

題
を
解
決
す
る
一
助
を
担
う
べ
く
微
力
な
が
ら

働
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
体
験
で
「
世
の
中
に

は
生
ま
れ
つ
い
た
環
境
か
ら
不
幸
な
方
、
あ
る

日
突
然
に
不
運
に
見
舞
わ
れ
る
方
」
が
沢
山
い

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

退
職
後
は
そ
の
経
験
を
も
っ
て
、
東
京
都
女

性
相
談
セ
ン
タ
ー
（
主
だ
っ
た
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支

援
機
関
）、
法
テ
ラ
ス
、
市
役
所
の
家
事
相
談
な

ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
婦
人

保
護
施
設
で
手
芸
指
導
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
生
々
し
い
現
場
に
触
れ
る
機
会
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、
夫
婦
関
係
の
不
和
や
親
の
紛

争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
子
ど
も
の
問
題
な
ど

が
相
当
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

相
談
員
は
あ
く
ま
で
中
立
の
立
場
で
あ
り
相

談
者
の
代
理
人
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
相
談
者
本

人
が
①
気
持
ち
を
鎮
め
②
自
分
の
抱
え
て
い
る

問
題
に
役
立
つ
情
報
、
知
識
、
知
恵
な
ど
を
仕

入
れ
て
③
自
分
で
解
決
へ
の
道
筋
を
見
つ
け
て

い
く
も
の
で
、
相
談
員
は
そ
の
方
の
段
階
に
即

し
て
応
援
す
る
役
目
を
す
る
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。

人
間
関
係
の
結
び
方
が
難
し
い
都
会
だ
か
ら

と
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
気
軽
に
相
談
員
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

神
山
美
智
子
（
弁
護
士
）

私
は
歌
舞
伎
町
の
第
一
分
庁
舎
２
階
区
民
相

談
室
で
、
月
１
回
月
曜
午
後
の
相
談
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
悩
み
ご
と
相
談
と
い
う
名
前
な
の

で
、
法
律
問
題
以
外
の
悩
み
事
が
持
ち
込
ま
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
今
日
は
弁
護
士
に
よ

る
相
談
で
す
」
と
お
答
え
す
る
と
、
知
ら
な
か

っ
た
と
言
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
他
は
離
婚
や
養
育
費
、
あ
る
い

は
相
続
の
相
談
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
相

続
は
や
や
こ
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

か
ら
、
１
時
間
で
は
足
り
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
予
め
相
談
し
た
い
こ
と
を
メ
モ
し
て
来
て

く
だ
さ
い
。

毎
月
決
ま
っ
て
相
談
に
こ
ら
れ
る
方
も
あ
り
、

信
頼
で
き
る
弁
護
士
に
巡
り
会
え
な
い
方
も
お

ら
れ
ま
す
。
弁
護
士
は
困
っ
て
い
る
人
の
立
場

に
立
っ
て
、
親
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
、
職
業

上
の
使
命
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
相
談
で
は
書
類
を
書
い
て
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、隔
靴
掻
痒
の
感
も
あ
り
ま
す
。

悩
み
ご
と
相
談
が
ま
だ
世
の
中
に
知
ら
れ
て

い
な
い
せ
い
か
、
電
話
１
本
来
な
い
日
も
あ
り
、

隣
が
多
重
債
務
相
談
の
日
な
ど
、
何
人
も
人
が

出
入
り
し
て
い
る
気
配
が
感
じ
ら
れ
、
一
人
寂

し
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
悩
み
ご
と
相
談
室
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

新
宿
区
で
は
、
日
曜
・
祝
日
等
を
除
く
毎
日
、
悩
み
ご
と
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
回
は
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
で
水
曜
日
担
当
の
渡
邊
孝
子
相
談
員
と
区
役
所
第
一

分
庁
舎
２
階
区
民
相
談
室
担
当
の
神
山
美
智
子
相
談
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の

保
護
に
関
す
る
法
律
（
配
偶
者
暴
力
防
止
法
）

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
法
律
の
対
象
が
変
わ
り

ま
し
た
。

改
正
前
の
法
律
の
対
象
は
、
配
偶
者
（
事
実

婚
を
含
む
）
か
ら
の
暴
力
及
び
そ
の
被
害
者
で

し
た
が
、
平
成
２５
年
に
３
回
目
の
法
改
正
が
行

わ
れ
、
新
た
に
生
活
の
本
拠
を
共
に
す
る
交
際

相
手
か
ら
の
暴
力
及
び
被
害
者
に
つ
い
て
も
、

こ
の
法
律
が
準
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
法
律
の
名
称
が
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法

律
」
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
の
背
景
に
は
、
近
年
社
会
的
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力
が

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
、
被
害
者
や
そ
の
親
族
が

加
害
者
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
件
が
起
き
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

改
正
前
の
法
律
で
は
、
交
際
相
手
か
ら
の
暴

力
は
対
象
と
さ
れ
ず
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
の
規

制
等
に
関
す
る
法
律
（
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
）

を
適
用
し
て
被
害
者
保
護
を
図
っ
て
い
ま
し
た

が
、
被
害
者
と
加
害
者
が
同
居
し
て
い
る
事
案

に
つ
い
て
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
に
よ
る
禁

止
命
令
の
適
用
が
難
し
い
と
さ
れ
て
お
り
、
日

時
の
特
定
や
証
拠
の
収
集
が
困
難
な
場
合
が
あ

る
こ
と
か
ら
刑
法
の
傷
害
罪
・
暴
行
罪
に
よ
る

平
成
２６
年
１
月
３
日
施
行

事
件
化
が
困
難
で
あ
る
な
ど
、
法
制
度
上
、
迅

速
な
被
害
者
救
済
を
図
る
こ
と
が
難
し
い
実
情

が
あ
り
、
配
偶
者
暴
力
防
止
法
の
適
用
対
象
の

拡
大
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
係
る

通
報
、
相
談
、
保
護
、
自
立
支
援
等
の
体
制
を

整
備
し
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被

害
者
の
保
護
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成

１３
年
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
被
害
者
が
男

性
の
場
合
も
こ
の
法
律
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

被
害
者
は
、
多
く
の
場
合
女
性
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
女
性
被
害
者
に
配
慮
し
た
内
容
の
前
文
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
被
害
者
の
保

護
の
内
容
に
は
、
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
と
し
た
被
害
者
の
保
護
や
自
立
支

援
態
勢
の
確
立
、
裁
判
所
に
お
け
る
保
護
命
令

手
続
が
あ
り
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
機
関
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

「
配
偶
者
暴
力
防
止
法
」の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

「
配
偶
者
暴
力
防
止
法
」

「
配
偶
者
暴
力
防
止
法
」のの

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
たた

悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩
みみみみみみみみみみ
ごごごごごごごごごご
とととととととととと
相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談
室室室室室室室室室室
をををををををををを
ごごごごごごごごごご
利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用
くくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだ
ささささささささささ

悩
み
ご
と
相
談
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
いいいいいいいいいいい

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害
者
支
援
情
報

http://w
w
w
.gender.go.jp/e-vaw

/

（
平
成
26
年
6
月

26

10
日
現
在
）

新
宿
区

悩
み
ご
と
相
談
室

面
接
予
約

緯（
３
３
４
１
）０
８
０
１
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講 座 レ ポ ー ト

区
で
は
、
Ｄ
Ｖ
防
止
を
目
的
と
し
て
啓
発
講

座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
２
月
５
日
（
水
）
に

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
を
学
ぶ
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

女
子
高
生
、
女
子
大
生
で
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
被
害

に
あ
っ
て
い
る
人
は
５
人
中
１
人
（
ア
ウ
ェ
ア

調
査
２
０
０
７
年
）
と
い
う
話
も
あ
り
、
若
者

へ
の
対
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
日
常
生
活
の
中
で
、
暴
力
容
認
の
意

識
が
刷
り
込
ま
れ
る
こ
と
や
、
暴
力
の
種
類
、

会
話
例
か
ら
お
互
い
を
尊
重
す
る
関
係
、
適
度

な
距
離
感
の
関
係
の
説
明
、
予
防
の
必
要
性
な

ど
を
丁
寧
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
使
っ
た
「
デ
ジ
タ
ル

暴
力
」
の
話
は
特
に
印
象
的
で
、
Ｄ
Ｖ
型
ス
ト

ー
カ
ー
事
件
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
が
も
た
ら
す
危
険
性
に
つ
い

て
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
教
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

若
い
世
代
で
は
「
束
縛
＝
愛
情
」
と
思
い
、

自
分
が
被
害
に
あ
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
被
害
か

ら
若
者
を
守
る
に
は
、
周
り
の
大
人
の
サ
ポ
ー

ト
が
不
可
欠
で
す
。
身
近
な
大
人
が
「
い
つ
で

も
話
を
聞
く
よ
」
と
伝
え
る
こ
と
、「
こ
ん
な
関

係
は
ど
う
思
う
？
」
と
話
す
機
会
を
持
つ
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

３
月
１８
日
（
火
）、
講
師
に
ア
メ
リ
カ
、
ミ
シ

ガ
ン
州
で
生
ま
れ
育
っ
た
詩
人
・
絵
本
作
家
・

随
筆
家
・
翻
訳
家
の
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
さ

ん
を
お
招
き
し
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
、

生
き
る
権
利
と
平
等
に
つ
い
て
語
っ
て
頂
き
ま

し
た
。
６４
名
の
方
の
参
加
で
会
場
は
満
席
と
な

り
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
に
包
ま
れ
な
が
ら
も
、

普
段
気
付
け
な
い
点
に
つ
い
て
、
具
体
的
か
つ

歴
史
的
事
実
に
触
れ
な
が
ら
、
核
心
に
せ
ま
る

お
話
で
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
に

「
汚
脳
（
お

の
う
）」さ
れ

る
こ
と
な
く
、

本
当
の
意
味
を
見
抜
く
力
、
振
り
回
さ
れ
な
い

こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
お
話
に
、
皆
さ
ん

深
く
う
な
ず
か
れ
て
い
ま
し
た
。
講
演
後
の
質

疑
応
答
で
は
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
意
見
や
考

え
方
の
違
う
人
と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
の

質
問
に
、「
お
も
し
ろ
が
る
」
心
を
持
っ
て
接
し

て
み
る
な
ど
、
独
特
の
切
り
口
で
ご
回
答
い
た

だ
き
ま
し
た
。
常
に
笑
い
声
が
絶
え
な
い
中
で
、

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
や
意
識
の
持
ち
方
を
見
つ

め
直
す
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

急
速
に
進
む
少
子
化
に
伴
い
、
高
齢
者
世
帯

や
要
介
護
人
口
が
増
え
労
働
力
不
足
が
深
刻
化

す
る
中
、
区
で
は
企
業
が
優
秀
な
人
材
を
確
保

し
、
快
適
な
職
場
環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
医
師

と
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
２
回
に
わ
た
り
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
新
型
う
つ
」や
表
面
は
明

る
く
振
る
舞
う
「
微
笑
み
う
つ
」
に
つ
い
て
、

ま
た
早
期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
精
神
疾
患
へ

の
理
解
を
深
め
る
最
新
の
情
報
と
、
職
場
で
の

実
務
対
応
が
盛
り
込
ま
れ
た
内
容
で
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
具
体
例
が
多
く
実
践
的
な
内
容

だ
っ
た
」「
育
児
介
護
対
応
な
ど
と
と
も
に
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
もQ

uality
ofLife

の

向
上
に
重
要
だ
と
認
識
で
き
た
」「
今
後
の
社
内

で
の
取
組
み
に
活
か
し
た
い
」
な
ど
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
様
々
な
角
度
か

ら
の
セ
ミ
ナ
ー
や
啓
発
を
通
し
て
、
企
業
の
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
の
た
め
の
支

援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

２
月
２
日
（
日
）、
今
回
で
５
回
目
と
な
る

「
お
と
う
さ
ん
の
た
め
の
お
も
し
ろ
お
も
ち
ゃ

づ
く
り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
師
の
井
上
智

陽
さ
ん
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
、
ま
た

手
作
り
お
も
ち
ゃ
工
作
研
究
家
と
し
て
、
各
方

面
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
紙
コ
ッ
プ
、
割

り
箸
、
ス
ト
ロ
ー
な
ど
身
近
な
材
料
を
使
い
、

簡
単
に
作
れ
て
楽
し
く
遊
べ
る
お
も
ち
ゃ
づ
く

り
。
初
め
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
お
と
う
さ
ん
達

が
、
子
ど
も
と
一
緒
に
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
い

く
内
に
段
々
真
剣
な
表
情
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

出
来
上
が
っ
た
お
も
ち
ゃ
の
不
思
議
な
カ
ラ
ク

リ
に
目
を
輝
か
せ
る
子
ど
も
達
。
お
と
う
さ
ん

が
子
ど
も
に
声
を
掛
け
な
が
ら
、
親
子
で
楽
し

そ
う
に
遊
ん
で
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
良

い
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

身近な材料がおもちゃに変身

●
男
性
対
象
講

●
男
性
対
象
講
座座

「「
お
と
う
さ
ん
の
た
め

お
と
う
さ
ん
の
た
め
のの

お
も
し
ろ
お
も
ち
ゃ
づ
く

お
も
し
ろ
お
も
ち
ゃ
づ
く
りり
」」

（（
お
も
ち
ゃ
工
作
研
究

お
も
ち
ゃ
工
作
研
究
家家
））

講
師
・
井
上

講
師
・
井
上

い
の
う
え

智智

ち

陽陽

は
る

氏氏

●
Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発
講

●
Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発
講
座座

「「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
理
解

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
理
解
とと

支
援
の
た
め

支
援
の
た
め
にに
」」

（（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
副
代

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
副
代
表表
））

講
師
・
西
山

さ
つ
き

講
師
・
西
山

さ
つ
き
氏氏

●
男
女
共
同
参
画
講

●
男
女
共
同
参
画
講
座座

「「
雨
に
も
負
け
ず
、今
に
も
負
け
ず

雨
に
も
負
け
ず
、今
に
も
負
け
ず
、、

～
く
ら
し
の
中
で
感
じ
る
い
の
ち
の
平
等

～
く
ら
し
の
中
で
感
じ
る
い
の
ち
の
平
等
～～
」」

（（
詩
人
・
随
筆

詩
人
・
随
筆
家家
））

講
師
・
ア
ー
サ

講
師
・
ア
ー
サ
ーー
・・
ビ
ナ
ー
ド
氏

ビ
ナ
ー
ド
氏

●
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
セ
ミ
ナ

●
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ーー

（
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
））

講
師
・
横
山
美
弥
子

講
師
・
横
山
美
弥
子
氏氏

「「
企
業
に
求
め
ら
れ

企
業
に
求
め
ら
れ
るる

メ
ン
タ
ルヘル
ス
対

メ
ン
タ
ルヘル
ス
対
策策
」」

（（
東
京
都
立
中
部
総
合
精
神
保
健
福

東
京
都
立
中
部
総
合
精
神
保
健
福
祉祉

セ
ン
タ
ー
副
所
長

精
神
科

セ
ン
タ
ー
副
所
長

精
神
科
医医
））

講
師
・
井
上

講
師
・
井
上

い
の
う
え

悟悟

さ
と
る

氏氏
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女
性
の
か
ら
だ
は
、
思
春
期
、
妊
娠
・
出
産

期
、
更
年
期
な
ど
、
各
年
代
に
応
じ
て
ホ
ル
モ

ン
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
変
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

健
康
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
各
年
代
の

特
徴
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
健
康
づ
く
り
を
応

援
し
て
い
ま
す
。

月
経
や
更
年
期
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
乳
が

平成２６年２月２４日にオープン平成２６年２月２４日にオープン！！
こ
れ
ま
で
の
医
学
は
、
成
人
男
性
を
標
準
と
し
て
病
態
と
そ
の
推
移
、
診
断
や

治
療
方
法
な
ど
を
確
立
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
病
気
の
発
生
要
因

に
は
、
環
境
や
生
活
習
慣
、
遺
伝
の
他
、「
男
性
」
と
「
女
性
」
で
も
病
気
の
か

か
り
や
す
さ
や
病
気
の
種
類
に
も
「
性
差
」
が
あ
り
、
治
療
も
性
差
を
考
慮
す
る

必
要
性
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新
宿
区
で
は
、
平
成
２１
年
度
か
ら
女

性
の
健
康
支
援
事
業
を
開
始
し
、
平
成
２６
年
２
月

２６

２４
日
に
は
女
性
の
健
康
支
援
セ

ン
タ
ー
を
四
谷
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
し
、
女
性
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

は
、
月
経
や
妊
娠
・
出
産
、
婦
人
科
系
の
病
気

な
ど
に
つ
い
て
相
談
で
き
ま
す
。
更
年
期
専
門

相
談
は
、「
ほ
て
り
や
の
ぼ
せ
、
イ
ラ
イ
ラ
、
動

悸
、
め
ま
い
」
な
ど
更
年
期
症
状
や
対
処
に
つ

い
て
相
談
で
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
月
１
回
予

約
制
で
す
。

・
女
性
の
健
康
相
談
（
保
健
師
・
栄
養
士
・
歯

科
衛
生
士
が
応
対
）

心
や
か
ら
だ
に
つ
い
て
の
ご
相
談
や
生
活
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
電
話
や
面
接
で
行
い
ま
す
。
予

約
は
不
要
で
す
。
そ
の
他
、
区
内
に
４
カ
所
あ

る
保
健
セ
ン
タ
ー
の
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
検
診

時
に
合
わ
せ
、
女
性
の
健
康
に
つ
い
て
相
談
が

受
け
ら
れ
ま
す
。（
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
検
診

は
有
料
・
予
約
制
）

同
じ
健
康
課
題
を
持
つ
方
々
が
集
い
、
情
報

交
換
や
仲
間
づ
く
り
の
場
を
提
供
し
、
グ
ル
ー

～「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
」

女
性
の
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、

女
性
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
～

ん
・
子
宮
が
ん
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
義
型

の
講
座
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
体
操
、
料
理

な
ど
体
験
型
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

女
性
の
健
康
週
間
に
は
、
楽
し
み
な
が
ら
学
べ

る
内
容
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

乳
が
ん
の
し
こ
り
体
験
や
血
管
年
齢
測
定
、

肌
年
齢
測
定
、
体
組
成
計
等
を
使
っ
た
簡
単
な

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
図
書
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端

末
に
よ
る
健
康
に
関
す
る
情
報
の
検
索
が
で
き

ま
す
。

・
女
性
の
健
康
専
門
相
談
（
女
性
の
産
婦
人
科

医
師
が
応
対
）

産
婦
人
科
系
全
般
と
更
年
期
専
門
の
２
種
類

の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
産
婦
人
科
系
全
般

体験・測定・情報コーナー
どなたでも、ご自由に利用できます

ここちよくゆったりと相談できる相談室

よ
う
こ
そ
！

女
性
の
健
康
支
援

セ
ン
タ
ー
へ

よ
う
こ
そ

よ
う
こ
そ
！！

女
性
の
健
康
支

女
性
の
健
康
支
援援

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
へへ

女
性
の
健
康
支
援
セ
ン
タ

女
性
の
健
康
支
援
セ
ン
タ
ーー

は
こ
ん
な
と
こ

は
こ
ん
な
と
こ
ろろ

学
べ
る
！

体
験
で
き
る
！
情
報
を
ゲ
ッ
ト
！

相
談
で
き
る
！

つ
な
が
り
が
で
き
る
！
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ウィズ新宿

プ
活
動
の
支
援
を
し
ま
す
。
現
在
は
、
乳
が
ん

体
験
者
の
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
ま
つ
り
な
ど
に
ブ
ー
ス
を
設
け
て
、
乳

が
ん
の
し
こ
り
を
触
る
体
験
を
し
て
い
た
だ
く

な
か
で
、
区
民
の
方
か
ら
「
毎
日
運
動
し
て
い

る
か
ら
私
は
大
丈
夫
」「
胸
が
小
さ
い
か
ら
私
は

関
係
な
い
と
思
う
」
と
い
っ
た
お
声
も
聞
き
ま

す
。
し
か
し
、
乳
が
ん
を
体
験
さ
れ
た
多
く
の

方
か
ら
は
、「
ま
さ
か
、
な
ん
で
自
分
が
…
」
と

感
じ
た
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
そ
う
、
絶

対
に
大
丈
夫
は
な
い
で
す
よ
ね
。

ま
た
、
女
性
は
仕
事
、
家
事
、
育
児
、
介
護
、

地
域
の
活
動
な
ど
、
い
く
つ
も
の
役
割
を
持
ち

忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
、
中
に
は
心
身

の
不
調
を
感
じ
な
が
ら
も
役
割
を
優
先
し
無
理

が
た
た
っ
て
健
康
を
害
し
て
し
ま
う
事
も
少
な

女性のための体験型健康セミナー
チベット体操

く
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
的
に
も
、
女
性
の
力
が

期
待
さ
れ
て
い
る
今
、
元
気
に
活
躍
出
来
る
心

と
か
ら
だ
づ
く
り
は
大
切
で
す
。

女
性
の
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
都
内
で
も

設
置
し
て
い
る
自
治
体
は
少
な
く
、
新
宿
区
は

板
橋
区
に
次
い
で
の
設
置
と
な
り
、
先
進
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
か
ら
5
月
末
ま
で
に
約
4
0
0
名

と
多
く
の
方
に
当
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
し
た
。
健
康
測
定
機
器
は
大
変
好
評
で
、

ご
自
分
の
健
康
に
つ
い
て
見
直
す
き
っ
か
け
づ

く
り
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
健
康

セ
ミ
ナ
ー
も
女
性
の
心
と
か
ら
だ
に
つ
い
て
じ

っ
く
り
と
学
ぶ
機
会
と
な
り
大
変
参
考
に
な
っ

た
と
い
う
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

区
民
の
み
な
さ
ん
、
自
分
の
か
ら
だ
に
つ
い

て
正
し
い
知
識
を
得
る
こ
と
で
、
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
い
つ
ま
で
も
は
つ
ら
つ
と
過
ご

せ
る
心
と
か
ら
だ
づ
く
り
の
た
め
に
是
非
、
当

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子
宮
は
女
性
に
と
っ
て
妊
娠
・
出
産
と
い

う
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
こ
ろ
で
す
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
も
あ
り
ま
す
。
ひ
ど
い
生

理
痛
や
、
い
つ
も
よ
り
生
理
が
長
引
く
、
不

正
出
血
が
あ
る
な
ど
の
気
に
な
る
症
状
が
あ

っ
て
も
、
相
談
し
に
く
く
、
そ
の
ま
ま
様
子

を
見
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
、
子
宮
の
代
表
的
な
病
気
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

【
日
時
】
７
月
１８
日（
金
）午
後
２
時
～
４
時

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、
40

名（
予
約
制
）男
性
の
方
も
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。

【
講
師
】
産
婦
人
科
医
師

東
舘
紀
子
（
東

京
女
子
医
科
大
学
成
人
医
学
セ
ン
タ
ー
産
婦

人
科
）

【
会
場
】
四
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

3
階
ホ
ー

ル【
申
込
み
】
電
話
に
て
女
性
の
健
康
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
三
栄
町
２５
、
四
谷
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
（
３
３
５
１
）
５
１
６
１
へ
。
先
着
順
。

テ
ー
マ
：
知
っ
て
お
き
た
い「
子
宮
」の
こ
と
～
子
宮
が
ん・子
宮
内
膜
症・子
宮
筋
腫
～

女女女女女女女女女女
性性性性性性性性性性
のののののののののの
健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康
セセセセセセセセセセ
ミミミミミミミミミミ
ナナナナナナナナナナ

女
性
の
健
康
セ
ミ
ナ
ーーーーーーーーーーー（（（（（（（（（（
講講講講講講講講講講
義義義義義義義義義義
型型型型型型型型型型
））））））））））にににににににににに

（
講
義
型
）に
ごごごごごごごごごご
参参参参参参参参参参
加加加加加加加加加加
くくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだ
ささささささささささ
いいいいいいいいいい

ご
参
加
く
だ
さ
い

女性のこころとからだの基礎知識

来
て
！
聴
い
て
！
や
っ
て

来
て
！
聴
い
て
！
や
っ
て
！！

見
て
！
健
康
づ
く
り
の
き

見
て
！
健
康
づ
く
り
の
き
っっ

か
け
を
つ
く
ろ
う

か
け
を
つ
く
ろ
う
！！

四四四四四四四四四四四四四四谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷保保保保保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健健健健健セセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタ四谷保健センターーーーーーーーーーーーーーー
女女女女女女女女女女女女女女性性性性性性性性性性性性性性のののののののののののののの健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援セセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタ女性の健康支援センターーーーーーーーーーーーーーー

新宿区三栄町２５ 緯（３３５１）５１６１
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新宿区では、ワーク・ライフ・バランス（仕
事と生活の調和）施策の一環として、平成１９年
１０月から「新宿区ワーク・ライフ・バランス推
進企業認定制度」を実施しています。事業開始

から平成２６年１月末まで、１２７社から申請があ
り、そのうち３６社をワーク・ライフ・バランス
推進企業として認定しています。

男女が共に多様な生き方を選択でき、家族や地域社会の一員として責任を分かち合いながら
積極的に活動していくためには、ワーク・ライフ・バランスを実現し、仕事と仕事以外の生活
が共に充実していることが必要です。

３６株式会社ビーフェイス

「仕事」と「生活」（子育て、介護、地域活動、自己啓発、趣味の時間など）の調
和の取れた状態をいいます。

平成１９年１２月１８日に策定された「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）
憲章」では、仕事と生活の調和が実現した社会づくりとは、具体的には以下のよう
な社会を目指すべきであるとされています。

ᶃब࿑ʹΑるࡁܦతཱ͕ࣗՄೳͳࣾ会
ᶄ݈߁Ͱ๛͔ͳ生活のͨΊの時͕ؒ֬保Ͱ͖るࣾ会
ᶅଟ༷ͳಇ͖ํɾ生͖ํ͕બ୒Ͱ͖るࣾ会

育児支援や介護支援の制度が整い休職者の復帰という実績もあること、管理職への女性登用
もなされており、働く上での男女差のない職場環境が整っているという点が評価されました。

【認定の分野】 子育て支援 介護支援 働きやすい職場づくり

ワワワワワワワワワワーーーーーーーーーークククククククククク・・・・・・・・・・ラララララララララライイイイイイイイイイフフフフフフフフフフ・・・・・・・・・・ババババババババババワーク・ライフ・バララララララララララランンンンンンンンンンススススススススススのののののののののの実実実実実実実実実実現現現現現現現現現現ンスの実現
～～仕事と家庭、地域活動との調和がとれた生活～～仕事と家～仕事と家庭庭、地域、地域活動との調和がとれた生活活動との調和がとれた生活～～

ワワワワワワワワワワーーーーーーーーーークククククククククク・・・・・・・・・・ラララララララララライイイイイイイイイイフフフフフフフフフフ・・・・・・・・・・ババババババババババラララララララララランンンンンンンンンンスススススススススス（（（（（（（（（（仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕事事事事事事事事事事とととととととととと生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活のののののののののの調調調調調調調調調調和和和和和和和和和和））））））））））ととととととととととワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）とははははははははははは

ワーク・ライフ・バラワーク・ライフ・バランンス推進企業を応援していまス推進企業を応援していますす

【問合せ】男女共同参画課 緯（3341）0801

（番号は認定番号）

平成２５年度ワ平成２５年度ワーーク・ライフ・バク・ライフ・バランス推進優良企業表ランス推進優良企業表彰彰
＜ベストバランス賞＞ フコクしんらい生命保険株式会社ט

＜バランスアイディア賞＞ ブリティッシュ・カウンシルט
株式会社ねぎしフードサービスט
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男男男男男男男男男男女女女女女女女女女女共共共共共共共共共共同同同同同同同同同同参参参参参参参参参参画画画画画画画画画画社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会のののののののののの実実実実実実実実実実現現現現現現現現現現にににににににににに向向向向向向向向向向けけけけけけけけけけ男女共同参画社会の実現に向けててててててててててて
子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育てててててててててて世世世世世世世世世世代代代代代代代代代代をををををををををを応応応応応応応応応応援援援援援援援援援援!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!保保保保保保保保保保育育育育育育育育育育所所所所所所所所所所整整整整整整整整整整備備備備備備備備備備をををををををををを行行行行行行行行行行いいいいいいいいいいまままままままままま子育て世代を応援!!保育所整備を行いますすすすすすすすすすす

待機児童解消緊急対策

【問合せ】子ども家庭課 緯（5273）4162

平成２６年４月以降整備が予定されている施設



至新宿 合羽坂下 靖 国 通 り

新 宿 通 り
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久々の梅雨らしい梅雨の中でお届けした『ウィズ新宿１１８
号』はいかがでしたでしょうか。
フォーラム・若者のつどい・講座など男女共同参画推進セ

ンターでは様々な取り組みを行っております。また『ウィズ
新宿』は今後も皆様に男女共同参画の情報を発信し続けてい
きます。あわせて男女共同参画社会を考えるきっかけづくり
に是非お役立てください。

編 集 後 記

６月２３日（月）から２９日（日）までの１週間は「男女共
同参画週間」です。
男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれ

の個性と能力を発揮できる「男女共同参画社会」を実現す
るためには、みなさん一人ひとりの取り組みが必要です。
私たちのまわりの男女のパートナーシップについて、こ

の機会に考えてみませんか？
今年度のキャッチフレーズは「家事場のパパヂカラ」です。

区民から公募した編集委員と区の協働で、平成２６年度
の『ウィズ新宿』を作っていきます。３日間の編集講座
を終え、現在１１９号の編集会議を行っています。今後も
会議を重ねながら１１９号・１２０号を作成していきます。ど
うぞご期待ください。

★性と生の講座
①「WEN-DO 女性のため
の護身術～心と身体を護
るために」
７月１８日（金）午後６時
３０分～８時３０分
②「母娘de護身術～わたし
のカラダとココロは自分
でまもろう」
７月１９日（土）午後２時

～４時
講師：橋本明子氏（WE
N-DOインストラクタ
ー）
対象はいずれも小学校4
年生以上の女性。
会場は男女共同参画推進
センター（ウィズ新宿）。
参加費は無料です。お申
込みは下記センターまで。

３Ｆ 会議室
２Ｆ 図書資料コーナー

交流コーナー
悩みごと相談室

１Ｆ 受付・事務室
閲覧コーナー
図書カウンター

Ｂ１ ワーク室

編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ススススススススススススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー編集委員会スタートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２６６６６６６６６６６６６６６年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度男男男男男男男男男男男男男男女女女女女女女女女女女女女女共共共共共共共共共共共共共共同同同同同同同同同同同同同同参参参参参参参参参参参参参参画画画画画画画画画画画画画画週週週週週週週週週週週週週週平成２６年度男女共同参画週間間間間間間間間間間間間間間間

★ウィズ新宿とのパートナ
ーシップ講座
区との協働で、男女共同
参画に関する講座を実施し
ませんか。ウィズ新宿の登
録団体、および新宿区内で

継続的に活動する１０名以上
（過半数が区内在住・在勤）
の団体が対象です。詳しく
は下記センターまでお問い
合わせください。

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお 知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知 らららららららららららららららららららららららららららららお知ら せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

こここここここここここここここここここここここここここここれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののののののののののの講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講これからの講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座

月〜土曜日
午前９時〜午後８時
日曜日
午前９時〜午後５時

˗図書の貸出し
月～土 午前９時～午後５時

˗会議室の利用
月～日 午前９時～午後１０時

˗悩みごと相談室（電話・面接）
月～土 午前１０時～午後４時

開館時間

煙煙施 設 案 内煙煙煙施 設 案施 設 案 内内煙煙

開催日 ２０１４年１１月２２日（土）
場 所 新宿区立新宿文化セン

ター

஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌஌ࠂࠂࠂࠂࠂࠂࠂࠂࠂࠂࠂࠂࠂࠂࠂࠂࠂࠂࠂࠂࠂࠂٸٸٸٸٸٸٸٸٸٸٸٸٸٸٸٸٸٸٸٸٸٸۓۓۓۓۓۓۓۓۓۓۓۓۓۓۓۓۓۓۓۓۓۓ 若者のつどい２０１４（仮称）

今年も
やります!!


